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研究要旨 

閉塞型睡眠時無呼吸症候群(OSAS)患者における食習慣と咀嚼の特徴を分析

するために OSAS患者 88名に食習慣に関するアンケートを行い、BMIあるい

は睡眠検査のデータとの関連を解析した。食事時間が短いほど、BMI が高い傾

向がみられ、咀嚼や食習慣を改善することにより、減量できる可能性が推測さ

れた。 

 

A. 研究目的 

本研究の目的は閉塞型睡眠時無呼吸症候

群(OSAS)患者における食習慣と咀嚼の特

徴を分析することである。 

 

B. 研究方法 

対象は OSAS 患者 88 名(男性 70 名、女

性 18名、平均 AHI：18.4、平均年齢：52.1

歳)とした。食習慣に関するアンケートを行

い、睡眠検査のデータとの関連を解析した。 

 

C. 研究結果 

食事の速度が「非常に速い」、「早い」、「普

通」、「遅い」と答えた患者の順に BMIが低

かった。BMIが高い群ほど 1日の総食事時

間が短かった。満腹まで食べると答えた群

が腹八分目にしていると答えた群に比較し

て有意に BMIが高く、朝食を抜くことがあ

ると答えた群がないと答えた群より有意に

BMIが高かった。 

 

D. 考察 

食べる速さと BMI には強い正の相関が

あり、早食いの人ほど BMIが高いことが報

告されている。また咀嚼回数が少ない被験

者ほど BMIと HbA1cが高いことが確認さ

れている。時間をかけて咀嚼することによ

って神経ヒスタミンの量が増え、満腹中枢

を刺激して少ない食事量で満腹感が得られ

るとされている。咀嚼指導を行い、咀嚼法

を実践することにより BMI が減少したと

の報告もあり、OSAS 患者に対しても咀嚼

指導により減量できる可能性が推測された。 

 



E. 結論 

咀嚼や食習慣を改善することにより、減

量できる可能性が推測された。 
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